
Wii
ゲ
ー
ム
で
脳
を
活
性
化

世
代
間
交
流
や
サ
ロ
ン
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「
年
だ
か
ら
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ん

て
無
理
！
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
老
人
ク
ラ
ブ
や
ま
び
こ

会
（
吉
田
耕
治
会
長
）
で
は
、
会
員

約
40
名
の
参
加
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
、
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
会
場
は

大
盛
況
に
な
り
、
大
き
な
声
を
だ
し

気
合
を
入
れ
る
人
も
あ
れ
ば
、
大
声

で
笑
う
人
も
あ
り
、
仲
間
か
ら
「
そ

れ
!!
」「
打
て
!!
」「
ボ
タ
ン
押
し

て
!!
」
と
大
声
援
を
送
ら
れ
夢
中
に

な
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ひ
と
時

童
心
に
返
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
会
員
は
「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
今
日
は
興
奮
し
て
寝

ら
れ
な
い
か
も
。」「
会
員
同
士
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。」「
今
度
孫
と
一
緒
に
や
っ
て
み

た
い
」「
こ
れ
か
ら
は
何
事
に
も
挑

戦
し
て
、
元
気
で
若
々
し
い
老
人
と

し
て
生
き
て
い
け
れ
ば
い
い
な
」
な

ど
と
感
想
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

介
護
予
防
と
認
知
症
予
防
を
兼
ね

た
こ
の
事
業
は
町
内
会
や
老
人
ク
ラ

ブ
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
交
流
や
世
代
間
交
流
な
ど
に
ご
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

ゲ
ー
ム
を
行
な
い
な
が
ら
指
先
や

手
首
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
脳

に
も
良
い
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
一
部
の

介
護
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
、
ゲ
ー
ム
機

を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

七
飯
町
も
高
齢
化
社
会
に
よ
っ
て

認
知
症
が
懸
念
さ
れ
る
高
齢
者
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、手
軽
で
実

践
し
や
す
く
認
知
症
予
防
と
し
て
も

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
は
と
て

も
有
効
で
効
果
的
で
す
。

社
協
で
は
町
内
に
笑
顔
が
溢
れ
地

域
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
は
元
気

な
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、
外
出
の
機
会
を
作
り
、
認

知
症
予
防
や
筋
力
低
下
予
防
な
ど
に

役
立
つ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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平成24年度 七飯町社会福祉協議会一般会計収支予算

平成23年度 七飯町社会福祉協議会一般会計収支決算

歳入については、皆様からいただいた会員会費や共同募金配分金、
寄付金と、補助金、受託金、助成金、特別会計繰入金等であり、収入
の部合計66,438,754円となっております。

歳出では、人件費、事務費、事業費、助成金、特別会計繰出金等で
65,841,738円となっており、経常活動資金収支差額が597,016円と
なっております。

歳入歳出は、53,512千円で、昨年度と比較しますと約4,600千円
の増額となっております。主な要因は、経常経費補助金が2,700千円
増、町委託料1,900千円の増となっております。

限られた財源の中で、経費削減を徹底し事業を展開いたします。

平
成
23
年
度　

事

業

報

告

平
成
24
年
度　

事

業

計

画

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
安
心
・
安

全
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
行
政
を
は
じ
め
幅
広
い
関
係
者
と

連
携
、
協
働
の
も
と
、
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
23
年
度
で
は
、
任
天
堂

ゲ
ー
ム
機
Ｗ
ｉ
ｉ
、
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を
導
入
し
、

各
種
団
体
へ
出
向
き
介
護
予
防
及
び
健

康
維
持
を
図
り
つ
つ
、
社
協
の
事
業
を

説
明
し
て
き
ま
し
た
。

独
自
事
業
で
は
、
平
成
16
年
7
月
か

ら
、
社
協
車
輌
「
な
か
よ
し
号
」
を
地

域
の
皆
さ
ま
へ
貸
し
出
し
、
よ
り
良
い

活
用
の
た
め
利
用
者

の
方
々
の
声
を
生
か

し
、
随
時
運
行
委
員

会
に
て
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

車
輌
は
町
内
会
等

の
入
浴
支
援
や
道
内

へ
の
親
睦
会
、
研
修

会
等
に
も
活
用
い
た

だ
き
、
高
齢
者
の
み

な
ら
ず
老
若
男
女
に

喜
ば
れ
、
活
動
の
輪

が
着
実
に
広
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。

福
祉
機
器
貸
し
出

し
事
業
で
は
、
平
成

22
年
度
電
動
ベ
ッ
ド

９
台
の
貸
出
が
平
成

23
年
度
で
は
16
台
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

に
つ
い
て
は
平
成
22

年
度
56
台
に
対
し
、

平
成
23
年
度
で
は
73

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
雇
用
情
勢
の

悪
化
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

制
度
の
方
向
性
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
向
け
た
対
応
や
財
源
等
、

経
済
社
会
は
混
迷
を
深
め
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
で
は
少
子
高
齢
化

や
住
民
生
活
の
多
様
化
等
を
背
景
に
、

個
々
の
抱
え
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
も
複
雑

化
、
潜
在
化
し
て
お
り
、
特
に
先
般
、

札
幌
市
等
で
支
援
を
要
す
る
方
々
が
孤

立
し
た
状
況
で
死
亡

す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
例
が
発
生
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
中
核

的
機
関
と
し
て
地
域

を
主
体
と
し
た
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
は
、
さ
ら
に
要

援
護
者
支
え
合
い
事

業
等
を
通
し
て
、
見

守
り
活
動
や
訪
問
活

動
、
サ
ロ
ン
づ
く
り

や
除
雪
活
動
が
ス

ム
ー
ス
に
活
動
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

ま
た
町
と
連
携
を

台
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
ば
か

り
で
は
な
く
、
若
い
世
代
へ
の
支
援
に

も
努
め
ま
し
た
。

町
の
委
託
事
業
で
は
、「
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
」「
生
き
が
い
活
動
通

所
支
援
事
業
」「
障
害
者
訪
問
入
浴
事

業
」「
障
害
者
移
動
支
援
事
業
」
な
ど

利
用
者
が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。社

会
福
祉
協
議
会
は
、
様
々
な
活
動

を
通
し
て
福
祉
理
念
の
共
有
と
普
及
、

定
着
化
を
図
る
た
め
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
要
援
護
者
マ
ッ
プ
も
整
備
し
、
関
係

機
関
と
連
携
、
協
働
の
も
と
孤
立
死
防

止
や
防
災
に
も
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。

七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
人

部
門
及
び
介
護
部
門
と
相
互
の
連
携
を

十
分
に
図
り
、
地
域
に
密
着
し
た
、
社

協
な
ら
で
は
の
事
業
を
展
開
し
な
が

ら
、
地
域
に
支
持
さ
れ
期
待
さ
れ
る
社

協
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

【歳入の部】 【歳出の部】

会費収入
5,686,000

補助金収入
16,164,000

助成金収入
256,000

寄付金収入
651,000

受託金収入
14,686,000

事業収入
1,000,000

共同募金
配分金収入
2,645,000

雑収入
255,000 　　特別会計

　繰入金収入
11,969,000

経理区分間繰入金収入
200,000　　

収入合計
53,512,000

支出合計
53,512,000

人件費
28,405,000

事務費
4,937,000

事業費
6,628,000

共同募金
配分金事業
1,460,000

助成金
9,683,000

負担金
549,000

会計単位間繰出金支出
　　1,650,000 経理区分間繰出金支出

200,000

【歳入の部】 【歳出の部】
会費収入
5,158,000

補助金収入
16,293,440

寄付金収入
1,036,367

受託金収入
14,977,425

事業収入
204,000

共同募金
配分金収入
2,424,366

雑収入
229,156

　　特別会計
　繰入金収入
25,916,000 収入合計

66,438,754
支出合計
65,841,738

人件費
28,064,906

事務費　
4,278,287

事業費
4,558,842

共同募金　
配分金事業

 1,205,000

助成金 
9,040,180

負担金
531,000

会計単位間
繰出金支出

17,963,523

経理区分間繰出金支出
200,000

経理区分間繰入金収入
200,000
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社協会員会費は、地域
の福祉に役立つ、貴重
な財源となっています。

・個人会員　
� 　1,000円
・個別会員　
� 　2,000円
・特別会員　
� 　3,000円
・団体会員　
� 　5,000円

社
協
会
員
会
費
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
社
協
の
働
き

に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

七
飯
社
協
は
、「
い
く
つ
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
社
協
会

員
会
費
は
、
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
会
費
は
、
町
内
会
の
福
祉
活
動

へ
の
補
助
や
様
々
な
団
体
へ
の
補
助
、

そ
し
て
社
協
独
自
で
行
っ
て
い
る
緊
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
命
の
バ
ト
ン
」
無

料
配
付
等
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

又
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、電
動
ベ
ッ

ド
、
綿
あ
め
機
、
10
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車

等
の
貸
出
し
、
町
内
会
報
等
の
印
刷
な

ど
地
域
に
住
み
続
け
て
い
る
み
な
さ
ま

へ
の
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
社
協
会
員
の
み
な
さ
ま
と
地

元
企
業
、
団
体
の
協
力
を
得
て
住
み
よ

い
街
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
方
に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
福
祉
の
た
め
に
お
力
を
お
借
り
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
る
街
を
目
指
し
て
…
…

平
成
23
年
度
、
会
員
会
費
を
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
内
会
と
団
体
（
企
業
）

等
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

町
内
会
紹
介

本
町
中
通
り
町
内
会

本
町
下
通
り
町
内
会

七
飯
町
中
央
親
交
会

本
町
和
町
内
会

南
本
町
町
内
会

本
町
西
部
町
内
会

仲
よ
し
町
内
会

正
覚
寺
通
り
町
内
会

本
町
寿
町
内
会

本
町
駅
前
町
内
会

本
町
三
百
睦
会
町
内
会

桜
団
地
町
内
会

見

晴

町

内

会

桜

丘

町

内

会

本
町
上
台
団
地
町
内
会

本
町
上
台
町
内
会

ア
カ
シ
ヤ
町
内
会

南
本
町
第
一
町
内
会

本

町

町

内

会

本
町
中
央
町
内
会

公
営
桜
団
地
町
内
会

光
陽
団
地
町
内
会

西
部
鳴
川
町
内
会

鳴
川
中
央
町
内
会

鳴
川
協
和
町
内
会

飯
田
町
第
１
町
内
会

緑

町

町

内

会

桜
町
第
２
町
内
会

桜
町
第
３
町
内
会

桜
町
第
四
町
内
会

南
藤
城
町
内
会

上
藤
城
町
内
会

青
葉
台
町
内
会

藤

城

町

内

会

峠
下
連
合
町
内
会

高
台
団
地
町
内
会

大
中
山
高
見
町
内
会

上
大
中
山
町
内
会

大
中
山
中
央
町
内
会

上
湯
出
川
町
内
会

湯
出
川
団
地
町
内
会

湯
出
川
町
内
会

北
大
川
町
内
会

東
大
川
町
内
会

蒜

沢

町

内

会

松
の
木
町
内
会

大
川
十
字
街
町
内
会

大
川
美
園
町
内
会

中

野

町

内

会

中

島

町

内

会

豊

田

町

内

会

大
沼
公
園
親
和
会

大

沼

親

交

会

大
沼
第
１
町
内
会

吉
野
山
町
内
会

川

尻

町

内

会

軍
川
親
交
会
連
合
会

東
大
沼
町
内
会

西
大
沼
町
内
会

太
陽
実
行
組
合

カ
ワ
マ
タ
ビ
ル
ド
㈱

望

ヶ

丘

医

院

㈱

中

川

石

油

㈲
な
な
え
印
刷

㈲

金

見

電

器

㈲
ア
ー
ト
伊
藤
運
送

㈲
マ
ル
セ
ツ
工
業

東

栄

興

業

㈱

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

小
さ
な
樹

㈲

三

木

電

気

七
飯
南
幼
稚
園

㈱

石

岡

工

業

冨

原

商

店

㈱
マ
ル
エ
イ
柴
田
土
建

㈲

田

福

建

設

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
北
陽

㈲

大

塚

自

工

法

雲

寺

三
木
内
科
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
グ
リ
ー
ン
オ
オ
モ
リ

㈲
秋
田
工
務
店

そ
ば
処
ふ
で
む
ら
大
中
山
店

㈱
ル
ネ
サ
ス
北
日
本
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

鳴

川

運

送

㈱

中
水
食
品
工
業
㈱

㈱
天
狗
堂
宝
船

七
飯
ア
サ
ノ
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

ア
ー
ク
大
隅
㈱

�福
な
な
え
福
祉
会
渡
島
養
護
老
人
ホ
ー
ム
好
日
園

㈲
毎
日
環
境
サ
ー
ビ
ス

㈱

沼

の

家

野

畔

の

花

レ
ス
ト
ラ
ン　

梓

㈱
鈴
木
事
業
所

㈱
ワ
タ
ナ
ベ
電
器

㈲

金

子

電

気

昭

和

寺

景

雲

寺

㈲
か
ら
ま
つ
ハ
イ
ヤ
ー

㈲

小

泉

組

㈱

財

津

自

工

㈱
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ベ
ア

㈱

羽

衣

運

輸

創

価

学

会

大

信

寺

源

雄

寺

㈲
秋
田
建
築
板
金

㈱
ハ
ル
キ
函
館
営
業
所

㈲
七
飯
花
自
動
車
商
会

㈱
シ
ン
オ
シ
マ

大

竹

運

送

㈱

明

林

寺

㈱
工
房　

蕎
麦
小
屋

ヤ
マ
ト
タ
カ
ハ
シ
㈱
北
海
道
昆
布
館

湊
商
事
㈱
七
飯
給
油
所

あ
か
ま
つ
調
剤
薬
局

㈲

佐

藤

運

輸

㈱
渡
辺
組
土
建

㈱
七
飯
砕
石
工
業

�医
立
青
会　

な
る
か
わ
病
院

㈲
古
館
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

函
館
脳
神
経
外
科
七
飯
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈲
か
わ
じ
り
生
花
店

函
館
信
用
金
庫
七
飯
支
店

㈲

花

彦

ハ
ー
モ
ニ
ー
ハ
イ
ツ　

な
な
え

㈱
藤
田
板
金
工
業

㈲
マ
ル
タ
ツ
庭
食
品

㈱

八

晃

建

設

㈱
な
な
え
葬
祭

㈲

松

田

電

設

北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱
七
飯
駅

㈲
ヤ
マ
キ
小
林

Ｊ
Ａ
新
函
館
七
飯
支
店

藤
建
設
工
業
㈱

松

栄

建

設

㈱

つ
ぼ
八　

な
な
え
店

㈱
久
慈
製
作
所

た
だ
調
剤
薬
局

㈲
花
か
ぞ
く
福
祉
会

㈱
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
七
飯
店

㈱
加
藤
栄
好
堂

㈱
テ
ル
メ
な
な
え

老
人
保
健
施
設
あ
か
ま
つ
の
里
な
な
え

�福
道
南
福
祉
ね
っ
と

㈱

順

工

務

店

㈲
石
田
時
計
店

奴

寿

司

㈲

青

山

石

油

正

覚

寺

ウ
ェ
ル
ネ
ス
薬
局
七
飯
店

な
な
え
新
病
院

ケ
ア
ハ
ウ
ス
豊
寿

伏

見

清

掃

㈲

七
飯
訪
問
治
療
所

㈱
博
善
社
七
飯
店

㈱

第

一

印

刷

七
飯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

上

海

バ

ー

ル

か

み

む

ら

宝

琳

寺

特
別
会
員
紹
介

大
沼
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

丸
山
内
科
医
院

み
よ
し
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

ひ
よ
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

た
か
は
し
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

向
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

三

嶋

神

社

ホ

ー

ム

薬

局

く
ど
う
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
倉
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
村
内
科
医
院

福
島
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
る
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

見
晴
公
園
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

美
村
獣
医
医
院

か
ね
た
か
歯
科
医
院

大

村

和

久

敬
称
略
　

団
体
紹
介

社協ニュース（3）



シ
バ
レ
て
来
ま
し
た

良
く
暖
ま
っ
て
一
杯
や
り
ま
し
ょ
う

ば
か
ば
か
し
い
と
思
っ
た
り　
　
　

思
わ
な
か
っ
た
り
し
て
…
…

「
体
力
テ
ス
ト
」

に
ん
に
く
沢
町
内
会
（
野
舘
浩
之
会

長
）
で
、
5
月
16
日
㈬
に
大
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
65
歳

以
上
の
町

内
会
会
員

を
対
象
に

体
力
測
定

を
実
施
し

ま
し
た
。

町
内
会
単

位
で
は
初

め
て
の
試

み
で
、
会

員
約
20
名

が
参
加
し

て
、
公
認
体
力
テ
ス
ト
判
定
員
の
藤
川

清
吉
氏
の
メ
リ
ハ
リ
あ
る
指
導
の
も
と

少
し
緊
張
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
体
力
テ
ス
ト
は
、
運
動

能
力
と
い
わ
れ
て
い
る
身
体

的
要
素
で
高
齢
者
が
体
力
を

保
持
増
進
し
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
豊
か
な
日
常
生

活
を
送
る
た
め
の
基
本
と
な

る
体
力
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
筋
力
（
握
力
）・
柔
軟

性
（
長
座
体
前
屈
）・
筋
持

久
力
（
上
体
起
こ
し
）・
平

「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
」

寿
町
内
会
（
三
品
稔
会
長
）
で
は
平

成
６
年
の
第
１
回
目
か
ら
あ
い
こ
と
ば

を
変
え
ず
17
回
目（
暖
冬
で
２
回
中
止
）

の
今
年
も
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
と
雪

あ
か
り
の
路
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

の
大
雪
と
シ
バ
レ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

素
敵
な
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
の

方
々
は
作

品
を
見
な

が
ら
寿
会

館
に
集
ま

り
に
ぎ
や

か
な
夜
を

過
ご
し
ま

し
た
。
ロ

マ
ン
チ
ッ

ク
な
町
内

会
行
事
で

す
ね
。

大
沼
交
通「
ふ
ま
ね
っ
と
」体
験

大
沼
交
通
は
、
毎
年
「
春
の
交
通
安

全
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
４
月
10
日
ポ
ロ
ト
館
で
行
わ

れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
１
時
間
研
修

の
時
間
を
い
た
だ
き
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
と
向
き
合
う
た
め
に
は
、
４

大
原
則
が
あ
り

１　

常
に
「
笑
顔
」
で
接
す
る
こ
と
。

２　

絶
対
に
怒
ら
な
い
こ
と
。

３　

絶
対
に
急
が
せ
な
い
こ
と
。

４　

�

絶
対
に
理
屈
で
説
明
し
な
い
こ
と
。

相
手
を
不
安
な
気
持
ち
に
さ
せ
ず
、

笑
顔
で
接
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明

し
た
あ
と
、
高
齢
者
認
知
症
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ふ
ま
ね
っ
と
」
と
は
、
50
セ
ン
チ

四
方
の
マ
ス
目
を
踏
ま
な
い
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
歩
く
運
動
で
す
。
ス
テ
ッ
プ

を
間
違
え
な
い
よ
う
に
「
学
習
」
し
な

が
ら
、
歩
行
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
、
脳

機
能
の
向
上
を
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
緊
張
し
な
が
ら
順
番
に

歩
き
、
誰
か
が
間
違
え
る
と
大
き
な
笑

い
声
が
お
こ
り
、
な
ご
や
か
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

町
内
会
・
企
業
　
活
動
紹
介

行
性
（
開
眼
片
足
立

ち
）・
歩
行
能
力

（
10
ｍ
障
害
物
歩

行
）・
持
久
力
（
６

分
間
歩
行
）
の
６
種

目
を
行
い
参
加
者
は

測
定
結
果
を
見
な
が

ら
、「
年
齢
の
割
に

は
良
い
結
果
」「
や
っ

ぱ
り
日
頃
運
動
し
て
い
な
い
と
駄
目
だ

な
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
今
回
初
め
て
体

力
テ
ス
ト
を
受
け
た
人
も
い
て
、
年
齢

別
の
平
均
値
と
比
較
し
て
自
分
の
結
果

が
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
後

は
定
期
的
に
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
、
参

加
者
の
意
識
を
高
め
健
康
で
年
齢
を
重

ね
て
い
け
る
よ
う
に
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社協ニュース （4）



地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事
業

平
成
23
年
度
の
地
域
要
援
護
者
支
え
合
い
事
業
で
は
46
町
内
会
よ
り
実
績
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
は
各
町
内
会
の
活
動
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

【
見
守
り
活
動
】
27
町
内
会
が
申
請 

毎
月
定
期
的
に
訪
問
す
る
友
達
訪
問
活
動

・�

原
則
２
人
１
組
で
安
否
確
認
を
し
、
誕
生
日
に
は
花
束
を
持

参
し
ま
し
た
。

　

�

命
の
バ
ト
ン
活
用
の
働
き
か
け
を
行
な
い
ま
し
た
。

・�

月
一
回
以
上
対
面
し
会
話
を
楽
し
み
、
町
の
広
報
や
町
内
会

報
を
届
け
な
が
ら
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
。

・�

毎
月
定
期
的
に
訪
問
し
て
近
況
な
ど
話
し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

�

出
来
る
だ
け
町
内
会
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

 

【
見
守
り
活
動
】
35
町
内
会
が
申
請

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
運
動

・�

カ
ー
テ
ン
の
開
け
閉
め
、
新
聞
受
け
、
案
内
灯
な
ど
に
気
を

つ
け
普
段
と
異
な
る
時
を
い
ち
早
く
見
つ
け
て
安
否
確
認
を

し
ま
し
た
。

・�

顔
を
合
わ
せ
た
時
に
体
調
や
困
り
ご
と
な
ど
聴
く
よ
う
に
し

た
り
家
の
明
か
り
や
郵
便
受
け
な
ど
の
確
認
を
し
て
い
ま

す
。

 

【
交
流
活
動
】
25
町
内
会
が
申
請

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
々
と
の
会
食
会
及
び
茶
話
会

の
開
催

・�

長
寿
を
祝
う
会
、
新
年
交
流
会
を
開
催
し
、
会
食
及
び
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
等
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
と
町
内
会

会
員
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

・�

歩
行
困
難
の
為
、
高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
開
催
し
て
い
ま

す
。

 

【
交
流
活
動
】
13
町
内
会
が
申
請

高
齢
者
と
子
供
の
つ
ど
い
の
開
催

・�

高
齢
者
と
子
ど
も
、
町
内
会
の
人
々
と
祭
典
で
の
ゲ
ー
ム
や

　

会
食
を
実
施
し
ま
し
た
。

・�

７
月
に
七
夕
の
会
を
実
施
し
、
昔
の
七

夕
の
様
子
や
飾
り
つ
け
な
ど
子
供
と
大

人
の
交
流
を
持
ち
ま
し
た
。

・�

地
域
の
カ
ボ
チ
ャ
大
会
で
お
年
寄
り
と

子
供
の
ゲ
ー
ム
等
を
行
う
・
ミ
ニ
カ
ー

競
争
等

　

�

節
分
に
中
学
校
の
体
育
館
で
餅
や
豆
ま

き
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

 

【
福
祉
活
動
】
33
町
内
会
が
申
請

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
除
排
雪
活
動

・�

積
雪
の
度
、
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の
避
難
の
確
保
を
し
た

り
、
高
齢
者
の
使
用
す
る
ゴ
ミ
か
ご
の
ま
わ
り
や
歩
道
の
除

雪
を
し
ま
し
た
。

・�
活
動
者
を
中
心
と
し
て
手
作
業
と
除
雪
機
に
よ
る
除
排
雪
を

し
ま
し
た
。

 

【
福
祉
活
動
】
35
町
内
会
が
申
請

地
域
で
の
景
観
づ
く
り
活
動

・�

年
３
回
（
５
月
、
８
月
、
10
月
）
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗
の
移
植
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

該
当
者
を
含
め
て
河
川
及
び
周
辺
を
清
掃
し
、
ま
た
会
館
跡

地
に
花
壇
を
作
り
、
環
境
整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

・�

行
事
と
し
て
の
春
の
清
掃

　

随
時
、ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
・
塗
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

【
福
祉
活
動
】
14
町
内
会
が
申
請

町
内
会
館
等
を
利
用
し
て
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
づ
く
り

・�

町
の
保
健
師
さ
ん
に
血
圧
と
体
脂
肪
を
計
っ
て
も
ら
っ
た

後
、
健
康
に
つ
い
て
の
お
話
と
、
何
処
で
も
で
き
る
簡
単
な

体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会

　

話
を
楽
し
み
あ
い
ま
し
た
。

　

�

毎
週
一
回
会
館
に
集
ま
り
ゲ
ー
ム
・

談
話
で
交
流
し
ま
し
た
。

【
福
祉
活
動
】
17
町
内
会
が
申
請

入
浴
・
外
出
支
援

・�

普
段
温
泉
な
ど
行
か
な
い
方
を
誘
い

ア
ッ
プ
ル
温
泉
に
入
浴
。
い
ろ
い
ろ

と
雑
談
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

・�

日
帰
り
で
温
泉
や
景
勝
地
を
訪
れ
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

 

【
健
康
づ
く
り
活
動
】
15
町
内
会
が
申
請

地
域
で
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施

・�「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」「
卓
球
」「
デ
ィ
ス
コ
」
等
を
開
催
し
、

地
域
で
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

・�

高
齢
者
の
健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
毎
週
火
曜
日
に

規
則
正
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
軽
体
操

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

 

【
介
護
予
防
活
動
】
４
町
内
会
が
申
請

介
護
教
室
の
開
催

・�

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
な
か
の
苑
で
介
護
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

・�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
講
習
、
介
護
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

 

【
啓
発
・
広
報
活
動
】
29
町
内
会
が
申
請

地
域
ご
と
の
福
祉
だ
よ
り
の
発
行

・�

毎
月
一
回
「
全
家
庭
配
布
の
町
内
会
だ
よ
り
」
を
発
行
。
情

報
の
提
供
や
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
機
貸
出
し
事
業
で
は
５
町
内
会
が
利
用
し
ま
し
た
。

各
町
内
会
か
ら
は
大
変
役
立
っ
た
と
い
っ
た
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
近
年
に
な
い
ほ
ど
の
大
雪
で
あ
っ
た
為
、

ブ
レ
ー
ド
式
除
雪
機
を
使
用
し
た
町
内
会
か
ら
は
も
っ
と

馬
力
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
と
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

24
年
度
は
さ
ら
に
台
数
も
増
え
、
よ
り
一
層
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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ふれあいベンチ

七
飯
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　

研
修
・
交
流
会

男
性
と
女
性
の
脳
は
こ
こ
ま
で
違
う

の
か
。
と
会
場
に
い
る
私
達
は
福
島
先

生
の
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。「
男
性
は
物
を
探
す
の
が
苦
手
な

方
が
多
く
、
女
性
は
地
図
を
見
る
の
が

苦
手
な
方
が
多
い
」
と
話
し
、
関
心
と

笑
い
が
あ
ふ
れ
た
講
演
で
し
た
。

函
館
の
共
愛
会
病
院
で
院
長
と
し
て

勤
務
さ
れ
て
い
る
福
島
先
生
は
「
男
性

と
女
性
に
は
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も

違
い
が
あ
り
、
脳
の
構
造
も
違
い
が
あ

る
の
で
身
近
な
人
を
も
っ
と
理
解
し
て

い
く
た
め
に
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ

と
が
大
切
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
実
践
発
表
で
は
七

飯
町
立
大
沼
中
学
校
鈴
蘭
谷
分
校
の
教

頭
、
古
舘
先
生
が
鈴
蘭
谷
分
校
の
生
徒

さ
ん
達
と
取
り
組
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
沼
湖

畔
清
掃
活
動
や
冬
に
行
わ
れ
た
雪
と
氷

の
祭
典
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た

生
徒
に
感
激
し
た
り
、
生
徒
さ
ん
達
と

植
え
た
花
が
お
客
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
事

を
熱
心
に
お
話
す
る
古
舘
先
生
を
み
て

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
す

な
ろ
会
の
清
野
会
長
か
ら
は
二
十
年
と

い
う
長
い
活
動
期
間
を
経
験
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
皆
様
に
あ
り
が

と
う
の
言
葉
で
い
っ
ぱ
い
」と
話
さ
れ
、

皆
様
か
ら
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か
ら
は
脳

活
性
化
の
ゲ
ー
ム
等
で
交
流
を
深
め
、

笑
い
声
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
研
修
・
交

流
会
の
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

七
飯
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会（
岩
本
美
智
子
会
長
）の
研
修・

交
流
会
が
３
月
10
日（
土
）、文
化
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

演
　
題
：
「
身
近
な
人
を
も
っ
と
理
解
す
る
た
め
に
」

講
　
師
：
社
会
福
祉
法
人 

函
館
共
愛
会 

共
愛
会
病
院 

院
長 

福
島
安
義 

氏

ふれあいベンチ

まだ雪も残る4月17日、ボランティアさん達による
ふれあいベンチの補修作業がおこなわれました。
32台のベンチが所狭しと並び、職人肌のようなボラ
ンティアさんたちが、ペンキをつけながら、和気あいあ
いとベンチのお色直しをおこなってくださいました。
このふれあいベンチ事業は平成七年頃から始まり、
今まで皆様の支えのお陰で17年間も設置を継続する事
ができました。
しかし、年月と共に修理が難しくなってきているも
のも出始めてきました。
今年も社協会員会費で設置されたベンチは、約半年
の間バス停や坂道に設置され、いこいの場としてみな
さまのご利用をお待ちしております。

参加者募集

たくさんの参加をお待ちしています（小学生以上どなたでも参加できます）

場　　所：七飯町地域センター ２階 大会議室　　参加費：無 料
申込締切：７月20日 金曜日
お問合せ：七飯町ボランティアセンター　65－4903
　　　　　七飯町社会福祉協議会　　　　65－2067　　担当　成田

※手話のコース 夜の部に参加希望される小学生は保護者同伴でお願いいたします。

ボランティア入門講座
●ボランティアに興味のある方…
●夏休みの課題に…
●趣味や交流の幅を広げてみたい方…
■朗読コース/7月26日・木曜日・10時～11時30分

担当：朗読ボランティア あゆみの会
目の不自由な方々の為に、情報をCD等に録音し、お届けする
ボランティアです。文章の読み方等の基本をやさしいテキス
トで習います。

■要約筆記コース/7月27日・金曜日・10時～11時30分
担当：要約筆記サークル「あさがお」
会合や講演会等のイベントで、耳の不自由な方々の為に話の
内容を文字で書き、スライドに映したり、ボートを使って話
をする体験をします。

■手話コース（夜の部）/7月27日・金曜日・19時～20時30分
担当：手話サークル ななえゆきんこ
簡単な挨拶や会話、指文字などを習い、耳の不自由な方々へ
の理解と協力を深めていきます。
■手話コース（昼の部）/7月31日・火曜日・10時～11時30分

担当：手話サークル ふきのとう
簡単な挨拶や会話、指文字などを習い、耳の不自由な方々へ
の理解と協力を深めていきます。
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ヘルパー研修風景

私
が
、
七
飯
社

協
で
介
護
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
早

15
年
が
経
過
し
ま

す
。
そ
の
間
介
護

保
険
法
が
導
入
さ

れ
、
そ
し
て
改
正
が
あ
り
、
今
後
の
七

飯
町
で
の
高
齢
者
福
祉
を
改
め
て
考
え

る
と
、
私
は
介
護
職
と
し
て
最
大
の
岐

路
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者

85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
は
何
ら
か

の
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
七
飯
町
で
も
例
外
で

は
な
く
、
私
た
ち
が
こ
の
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
数
年
、
特
に
お
一

人
暮
ら
し
・
高
齢
者
世
帯
の
認
知
症
利

用
者
が
、
確
実
に
増
え
て
い
る
と
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
利
用
者
と
出

会
い
、
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、

「
認
知
症
を
患
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
家

で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
も
仕
事
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
の
良
き
助
っ
人
は
、「
シ
ニ
ア
世
代
」

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
、
地

域
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
は

難
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
特
に
今

回
の
介
護
保
険
法
改
正
で
は
「
地
域
の

支
え
あ
い
」
を
強
く
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
七
飯
町
に
は
、
力
強
い
シ
ニ
ア
世

「
な
か
の
苑
」
も
平
成
７
年
の
開
苑

よ
り
早
い
も
の
で
17
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
ま
た
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
に
よ
り
、
現
在
を
迎
え
る
事
が
で
き

た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

17
年
の
間
に
介
護

に
関
わ
る
分
野
は

大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。「
な
か
の

苑
」で
は
、よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
利
用

さ
れ
る
方
々
の
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に

し
、利
用
さ
れ
る
方
々
と
職
員
が
春
は
花

見
に
行
き
公
園
内
を
散
策
し
、素
晴
ら
し

い
景
色
を
一
緒
に
楽
し
み
、夏
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
コ
ン
ロ
を
囲
み
、ゆ
っ
く
り
と

談
笑
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
食
材
を
一

緒
に
楽
し
み
、秋
は
紅
葉
狩
り
で
春
と
は

ち
が
っ
た
景
色
を
一
緒
に
楽
し
み
、寒
い

冬
は
苑
内
で
ク
リ
ス
マ
ス
等
の
行
事
を

皆
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、季
節

ご
と
に
様
々
な
行
事
を
お
こ
な
い
、色
々

な
と
こ
ろ
に
外
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
々
の
生
活
に
意
欲
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
行
事

七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会　

訪
問
介
護
課

　

課
長　

岩
田　

志
乃　

七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会　

通
所
介
護
課

　

課
長　

萩
野　
　

敦　

こ
れ
か
ら
の
地
域
で
支
え
る
高
齢
者
ケ
ア
に
つ
い
て

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

代
が
中
心
と
な
っ
て
、
支
援

体
制
が
と
て
も
良
く
機
能
し

て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
住
民
の
知
識

と
経
験
を
活
か
し
た
組
織
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
在
宅
の
介
護
職

も
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

為
、
地
域
の
方
々
と
の
連
携

が
必
要
だ
と
痛
切
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

社
協
が
目
指
す

「
在
宅
で
の
認
知
症
ケ
ア
」

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
え

て
い
く
中
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
家
で
安
心
し
て
老
後
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス

体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
は
、
毎
日

状
態
に
変
化
が
あ
り
、
そ

の
時
そ
の
時
の
状
況
に
合

わ
せ
た
細
か
い
ケ
ア
の
工

夫
・
専
門
性
・
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
方
が
そ
こ
で

ど
の
よ
う
に
生
活
し
た
い

か
を
一
番
大
切
に
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

七
飯
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
今
ま
で

培
っ
て
き
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
駆
使
し
て
、
住
民
参
加
型
が
図
り

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
の
皆
様

と
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
際
は
行
き
た
い
場
所
や
や
っ
て
み
た

い
こ
と
を
利
用
者
の
方
々
に
聴
き
、
可

能
な
限
り
希
望
や
要
望
を
取
り
入
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
せ
い
か「
去

年
は
こ
こ
に
行
っ
た
」「
次
は
こ
こ
に

行
っ
て
み
た
い
」等
の
声
も
聞
こ
え
て

お
り
、
我
々
職
員
も
次
の
行
事
に
向
け

て
一
層
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
事
以
外
の
時
も
裁
縫
の
得
意
な
方
は

職
員
の
服
や
布
巾
を
繕
っ
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
チ
ラ
シ
で
ゴ
ミ
箱
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
り
、
な
か
に
は
進
ん
で
お
し

ぼ
り
を
干
す
の
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ま
す
。
一
人
の
人
が
、
全
て
を

手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
其
々
が
、
ご
自
分
に
出
来

る
こ
と
で
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

正
直
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

人
手
不
足
や
設
備
の
不
備
・
老
朽
化

等
の
厳
し
い
状
態
の
中
で
、
さ
ら
に
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
く
こ
と
は
大

変
な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
い
理

想
を
持
ち
介
護
の
本
質
を
き
ち
ん
と
理

解
し
、
専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
技

術
の
向
上
に
努
め
る
の
が
介
護
職
と
し

て
の
責
務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
れ
こ
そ
が
、い
つ
も
「
な

か
の
苑
」
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
へ
の
最
大
の
恩
返
し
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
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この社協ニュースは赤い羽根共同募金の配分金で印刷されています。

平成24年1月14日から平成24年6月18日現在

温かいご寄付
ありがとうございました
皆様方からの心からの善意が今年3月12日から5月25日
まで、総額130,900円となりました。
ご寄付いただいた皆様、本当にありがとうございました。

平成24年
　 3月12日	 函館方面遊技業協同組合	 様
　 3月21日	 古木　節子	 様
　 3月21日	 國下　豊潤	 様
　 4月23日	 ディスコダンスサークル　サルビア	 様
　 5月 2日	 匿　名　　様
　 5月 7日	 匿　名　　様
　 5月25日	 國下　豊潤　様

佐々木卯浪　様	 	 	 福祉機器
函館方面遊技業協同組合
理事長　光金　守弘　様		 車椅子
二階堂勝美　様	 	 	 福祉機器

福祉機器のご寄付

山谷、松本久、丸山美佳子、白石大侑、平野八郎、長山顕、阿部照
子、穂積華子、渡部雅煕、千田サダ、澤田里美、森田博光、蛯子浩
稀、松本経子、伊藤美幸、杉浦義一、真勢和博、寺沢久光、種市ツ
ヤ、松木弘昭、中矢幹夫、古木節子、成田久子、成田遥加、吉田美
緒・隆成、川村未侑・里侑、髙橋遥奈・大貴、高杉愛・海、田中芳
子、澤出一美、上山鉄雄、米塚、坂本牧子、谷村英俊、藤枝悦子、
大塚心結、田村敏郎、岩本美智子、小林茂雄、若松時彦、渡部勝
夫、永原保雄、駿河和奈、干山誠一、伊藤紀美子、ひふみ会、双六
会、羽衣会、やまびこ会、藤城長寿会、峠下長寿会、大沼米寿会、
正覚寺通り町内会、鳴川中央町内会、和の会、鳴川長寿会、ス
ナック芙己、パソコンクラブ、大沼保育園、藤城保育園、みどり
保育園、教育委員会、㈱加藤栄好堂、しおん会、七飯養護学校高
等部、ザ・洗濯屋七飯本町店、㈲ハウジング坂本、ななえゆうり
ん、アップル温泉、老人保健施設あかまつの里ななえ、七飯中
学校、あかまつ調剤薬局、フェニックスコート、大中山コモン、
社会福祉法人道南福祉ねっと、なかの苑

使用済み切手、使用済みテレホンカード、リングプル、書き損じはが
きなど有効に活用させていただきます。�（敬称は省略させていただきます）

多くの寄贈品
ありがとうございました

生
活
福
祉
資
金
を
受
け
る
に
は

 

１
．
ま
ず
、
相
談
し
て
下
さ
い 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
希
望
す
る

方
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
で
は
、
貸
し
付

け
を
通
じ
た
経
済
的
支
援
と
併
せ
て
、
貸
し

付
け
を
受
け
た
世
帯
が
生
活
を
安
定
さ
せ
、

立
て
直
し
が
出
来
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

 

２
．
借
入
申
込
書
を
提
出
す
る 

資
金
の
貸
付
を
申
し
込
む
に
は
、
借
入
申

込
書
と
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
借
り
入
れ
に
は
、
資
金
の
種
類
に
よ
っ

て
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
北
海
道
社
会
福
祉

協
議
会
で
審
査
を
行
な
い
ま
す
。
審
査
結
果

に
よ
っ
て
は
、
資
金
の
貸
し
付
け
が
出
来
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
は
、
本

人
に
文
書
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

 

３
．
借
用
書
を
提
出
す
る 

資
金
の
貸
し
付
け
が
決
定
し
た
ら
、
借
用

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
と
連
帯
保

証
人
の
署
名
・
押
印
（
実
印
）
の
う
え
、
印

鑑
登
録
証
明
書
と
と
も
に
、
北
海
道
社
会
福

祉
協
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
、
利
用
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

場
合
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
ご
案
内

函館方面遊技業協同組合様

ディスコダンスサークル サルビア様

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
と
は
、
厚
生
労
働
省
の
要
綱
に
基
づ
き
、
他
の
貸
付
制

度
が
利
用
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
、
障
害
者
世
帯
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
資

金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
・
支
援
に
よ
り
経
済
的
自
立
及
び
生
活
意
欲
の
助
長
促
進

並
び
に
在
宅
福
祉
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

資金の種類 資金の目的

１．福祉資金
福祉費

生業を営む為に必要な経費、病気療養に必要な経費、住宅の増改築や
補修などに必要な経費、福祉用具等の購入経費、介護サービスや障害
者サービスを受けるために必要な経費　など

緊急小口資金 緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付け
る少額の費用

２．教育支援資金
教育支援費 低所得世帯の子どもが高校や高専、大学などに修学するために

必要な経費

修学支度費 低所得世帯の子どもが高校や高専、大学などに入学する際に必
要な経費

３．不動産担保型生活資金
不動産担保型生活資金 低所得の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保として

生活資金を貸し付ける資金
要保護向け不動産担
保型生活資金

要保護の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保として
生活資金を貸し付ける資金

４．総合支援資金

生活支援費 生活再建までの間に必要な生活費用
住宅入居費 敷金、礼金等住宅の賃貸契約を結ぶために必要な費用

一時生活再建費 生活を再建するために一時的に必要かつ日常生活費でまかな
うことが困難である費用

社協ニュース （8）


